








崗岩類は，岩体の形状・放射年代によって第 1期(51－71 Ma)，第 2期(56－68 Ma)，第 3
期(37－39 Ma)の 3 時期に分類される。近畿地方の山陰帯花崗岩類は点在して分布し，未
調査の岩体も多く，化学組成などの報告は極めて少ない。宮津花崗岩は山陰帯の第 2 期の

















　本研究地域で採取した 48 個の粗粒花崗岩，6 個の中細粒花崗岩および 4 個の閃緑岩質
包有物について，蛍光X線分析法により全岩化学組成分析を行った。また，粗粒花崗岩，
中細粒花崗岩各 1試料から黒雲母を分離し，K-Ar黒雲母年代の測定を行った。
　全岩化学組成分析の結果，SiO2量は，粗粒花崗岩は 68.5 wt.%_74.9 wt.%，中細粒花崗岩
は 75.6 wt.%－77.7 wt.%，の範囲を示し，粗粒花崗岩よりも中細粒花崗岩の方が SiO2に富




(Al2O3 /(CaO+K2O+Na2O))は粗粒花崗岩が 0.98－1.11，中細粒花崗岩は 1.06－1.16の範囲を
示し比較的 Al2O3に富んでおり，また，高 Na2O，低 K2O/Na2O を示す。さらに，粗粒花





　K-Ar 黒雲母年代は，粗粒花崗岩は 64.8±1.5 Ma，中細粒花崗岩は 67.2±1.5 Maを示し
た。また，K-Ar 黒雲母年代は，岩体周縁部に近い地域の花崗岩試料が古い年代を示し，
岩体周縁部から距離が離れるにつれ，若い年代を示す傾向を示すことから(図 1)，マグマ
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図 1 周縁部からの距離とK-Ar年代
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